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□ 知識の構造図 わたしたちのくらしと日本国憲法 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ        調べる 

 

 

  

日本国憲法は、国家や国民生活の基本を定めており、我が国の

民主政治は日本国憲法の基本的な考え方にもとづいている。 

⑦ 

日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
身
近
な
取
り
組
み
は
、
戦

争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
た
り
、
平
和
を
願
っ
た
り
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
と
し
て
表
れ

て
い
る
。 

  
 
 
  
 
 
  
 
 
                                       

⑥ 

・
平
和
主
義 

・
原
子
爆
弾
（
原
爆
） 

・
自
衛
隊 

日
本
国
憲
法
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
身
近
な
取
り

組
み
に
は
、
国
民
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
権
利
を
保
障
す
る
も
の
が
あ
る
。     

⑤ 

・
基
本
的
人
権
の
尊
重 

・
国
民
の
権
利 

・
国
民
の
義
務 

・

日
本
国
憲
法
の
国
民
主
権
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
身
近
な
取
り
組
み
に

は
、
選
挙
や
情
報
公
開
制
度
な
ど
が
あ
り
、
国
民
が
主
権
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。 

  
 
 
  
 
 
  
 
 
                                       

④ 

・
国
民
主
権 

・
選
挙 

・
情
報
公
開
制
度 

・
天
皇
の
国
事
行
為 

日
本
国
憲
法
に
は
三
つ
の
原
則
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と

関
わ
り
が
あ
る
。 

 
 
  
 
 
                                        

② 

・
国
民
主
権 

・
基
本
的
人
権
の
尊
重 

・
平
和
主
義 

・
日
本
国
憲
法 

日
本
国
憲
法
が
、
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
生
か
さ
れ
る
こ
と

で
、
わ
た
し
た
ち
は
安
心
し
て
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

① 
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□ 知識の構造図 国の政治のしくみと選挙 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ     調べる                   いかす 

  

国の政治は、国民主権の考え方の下、国民の生活の安定と向

上をはかる大切な役割をしており、国会・内閣・裁判所が三

権分立のしくみの下で国の重要な役割を分担している。④-2 

 

国
民
の
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
た
め
に
、
法
律
や
予
算
な
ど
を
審
議
し
た
り

決
定
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
国
会
の
働
き
で
あ
る
。 

② 

・
国
会 

・
立
法 

・
衆
議
院
と
参
議
院 

国
会
で
決
定
さ
れ
た
法
律
や
予
算
に
も
と
づ
い
て
、
国
民
の
た
め
に
仕
事
を
行
う

こ
と
が
、
内
閣
の
働
き
で
あ
る
。 

③ 

・
内
閣 

・
行
政 

・
国
民
の
祝
日 

・
選
挙 

・
税
金 

・
予
算 

わ
た
し
た
ち
の
意
見
を
政
治
に
反
映
さ
せ
て
く
れ
る
代
表
者
を
決
め
る
の
が
選
挙

で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
を
ま
か
な
う
税
金
の
使
い
方

な
ど
は
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
代
表
者
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

① 

法
律
に
も
と
づ
い
て
問
題
を
解
決
し
、
国
民
の
権
利
を
守
る
仕
事
を
行
う
こ
と
が
、

裁
判
所
の
働
き
で
あ
る
。 

④-

１ 

 

・
裁
判
所 

・
司
法 

・
裁
判
員
制
度 

社
会
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
日
本
国
憲
法
と
政
治
の
働
き
を
考
え
、
国

民
一
人
一
人
の
政
治
へ
の
関
わ
り
が
必
要
で
あ
る
。 

❶ 

・
社
会
の
課
題 

・
解
決
の
方
法 

・
政
治
の
役
割 
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□ 知識の構造図 子育て支援の願いを実現する政治 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ     調べる                    いかす 

 

  

市の政治は、市民の要望と法律をもとに、市民が選挙で選んだ

市長と市役所が計画を立て、市民が選挙で選んだ市議会議員

によって決定された後、市民の税金を使って運営されている。

このようにして、市民生活の安定と向上が図られている。 ⑤ 

「
あ
い
ぱ
れ
っ
と
」
で
安
全
で
安
心
で
き
る
活
動
や
子
育
て
支
援
活
動
を
行
う
た

め
、
市
長
の
も
と
で
市
役
所
が
法
律
に
も
と
づ
き
、
市
民
の
要
望
や
市
の
実
態
を

ふ
ま
え
て
計
画
を
立
て
、
予
算
を
計
算
し
て
建
設
し
、
運
営
し
て
い
る
。 

② 

・
市
役
所 

・
市
長 

・
計
画
案 

・
予
算
案 

・
申
請 

 

・
補
助
金 

「
あ
い
ぱ
れ
っ
と
」
は
、
市
の
提
案
に
も
と
づ
き
、
市
民
に
よ
る
選
挙
で
選
ば
れ

た
市
議
会
議
員
が
、
市
議
会
で
計
画
や
予
算
を
決
定
し
て
建
設
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
市
民
と
市
議
会
は
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。 

 
 

③ 

 

・
市
議
会 

・
市
議
会
議
員 

・
選
挙 

・
条
例 

・
請
願 

・
傍
聴 

・
公
共
施
設 

・

 

・
子
育
て
支
援 

子
ど
も
家
庭
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
ぱ
れ
っ
と
」
は
、
さ
い
た
ま
市
が
つ
く
っ
た
公

共
施
設
で
あ
り
、
子
ど
も
を
も
つ
親
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を
か
な
え
る
工
夫
が

さ
れ
て
い
る
。  

 
 

 
 

 
 

① 

「
あ
い
ぱ
れ
っ
と
」
を
建
設
し
運
営
す
る
た
め
の
費
用
に
は
、
市
民
や
会
社
な
ど
か

ら
集
め
ら
れ
た
税
金
や
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
使
わ
れ
る
。
税
金
は
、
わ

た
し
た
ち
の
生
活
や
社
会
を
支
え
る
大
切
な
も
の
で
あ
る
。  

 

④ 

・
税
金 

・
納
税 

み
ん
な
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
声
を
聞
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
に
な
っ
て
願
い
を
考
え
、
積
極
的
に
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

❶ 

 

・
さ
ま
ざ
ま
な
立
場 

・
多
様
な
意
見 
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□ 知識の構造図 震災復興の願いを実現する政治 

 

 

中心概念                                                                 まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ   調べる                     いかす 

               

 

  

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
被
災
し
た
人
々
の
復
旧･
復
興
へ
の
願
い
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
、
政
治
の
働
き
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

① 

大
震
災
な
ど
の
災
害
の
発
生
を
想
定
し
て
、
震
災
直
後
か
ら
被
災
者
を
助
け
る
た
め

に
、
市
や
県
、
国
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
・
協
力
し
て
す
ぐ
に
動
き
出
せ
る
よ
う
な
体
制

が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

② 

国
は
必
要
な
法
律
を
早
急
に
制
定
し
た
り
、
特
別
な
予
算
を
立
て
た
り
し
て
、
被
災
地

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。 

 

③ 

 

市
は
震
災
復
興
計
画
を
作
成
し
、
計
画
に
基
づ
い
て
、
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
お
り
、
ま
た
、
市
民
も
国
や
県
、
市
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
い
る
。  

 
 

 

④ 

 

人々の願いを実現するために、国や県、市の政治の働き（法律の

制定や予算の成立）がかかわっており、それらは、国民の生活と

向上を図るために重要な働きをしている。     ⑤ 

 

・
東
日
本
大
震
災 

・
津
波 

・
被
災
者 

・
災
害
対
策
本
部 

・
災
害
救
助
法 

・
自
衛
隊
の
派
遣 

・
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法 

・
復
旧 

・
復
興 

・
補
正
予
算 

・
復
興
庁 

・
ま
ち
づ
く
り 

・
復
興
へ
の
課
題 

・
定
住 

・
語
り
部
活
動 

み
ん
な
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
声
を
聞
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
に
な
っ
て
願
い
を
考
え
、
積
極
的
に
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

❶ 

 

・
さ
ま
ざ
ま
な
立
場 

・
多
様
な
意
見 
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□ 知識の構造図 縄文のむらから古墳のくにへ 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ                調べる 

 

  

狩猟・採集の生活から、農耕の生活となり、生活や社会の様子

は変化した。むらは次第にくにへと発展し、各地に大きな力を

もつ豪族が出現し、やがて大和朝廷(大和政権）により国土が

統一されていった。       ⑦ 

米
づ
く
り
が
広
が
る
と
、
力
の
強
い
む
ら
が
周
辺
の
む
ら
を
従
え
、
次
第
に
く
に
へ

と
発
展
し
た
。
く
に
を
支
配
す
る
王
や
豪
族
は
、
大
陸
と
交
易
し
、
技
術
や
文
化
を

取
り
入
れ
、
く
に
づ
く
り
に
役
立
て
た
。 

 
 

 
 

④ 

・
く
に 

・
豪
族 

・
王 

・
卑
弥
呼 

・
邪
馬
台
国 

・
青
銅
器 

・
鉄
器 

縄
文
の
む
ら
は
、
狩
り
や
採
集
を
中
心
と
し
た
生
活
で
あ
り
、
弥
生
の
む
ら
は
、

農
耕
を
中
心
と
し
た
生
活
を
行
っ
て
い
た
。 

 
 

 
 

③ 

・
縄
文
時
代
の
く
ら
し 

・
弥
生
時
代
の
く
ら
し 

大
和
地
方
に
、
よ
り
大
き
な
力
を
持
つ
大
和
朝
廷
（
大
和
政
権
）
が
現
れ
、
そ
の
中

心
に
大
王
が
い
た
。
五
～
六
世
紀
ご
ろ
に
は
、
九
州
地
方
か
ら
東
北
地
方
南
部
ま
で

の
豪
族
や
王
を
従
え
、
渡
来
人
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
大
陸
か
ら
の
文
化
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

⑥ 

・
三
内
丸
山
遺
跡 

・
貝
塚 

・
た
て
穴
住
居 

 

・
縄
文
土
器 

・
縄
文
時
代 

縄
文
の
む
ら
の
人
々
は
、
協
力
し
て
狩
猟
や
採
集
の
生
活
を
営
み
、
必
要
な
道
具

は
、
石
、
木
、
骨
な
ど
で
つ
く
っ
て
い
た
。 

① 

弥
生
の
む
ら
の
人
々
は
、
同
じ
場
所
に
集
団
で
住
む
よ
う
に
な
り
、
指
導
者
を
中

心
に
協
力
し
て
米
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
。 

 
 

 
 

② 

・
板
付
遺
跡 

 

・
米
づ
く
り 

・
石
包
丁 

 

・
弥
生
土
器 

・
弥
生
時
代 

・
大
王 

・
神
話 

 

・
渡
来
人 

・
大
和
朝
廷
（
大
和
政
権
） 

・
古
事
記 

 

・
日
本
書
紀 

・
古
墳 

・
石
室 

 

・
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
（
大
仙

古
墳
） 

・
前
方
後
円
墳 

 

・
は
に
わ 

三
～
七
世
紀
に
は
、
す
ぐ
れ
た
技
術
者
を
指
図
し
、
多
く
の
人
々
を
働
か
せ
て
、

古
墳
と
い
う
墓
が
築
か
れ
た
。
古
墳
の
大
き
さ
は
王
や
豪
族
の
力
の
大
き
さ
を
表

し
、
巨
大
な
古
墳
が
各
地
に
現
れ
た
。 

 
 

 
 

⑤ 
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□ 知識の構造図 天皇中心の国づくり 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程    つかむ   調べる 

 

  

聖徳太子の国づくりは，中大兄皇子や中臣鎌足によって受け

継がれ，聖武天皇のころには，仏教を取り入れた天皇を中心

とした政治の仕組みが確立された。     ⑥ 

都
で
は
病
気
が
流
行
し
、
都
を
支
え
る
地
方
で
も
人
々
の
く
ら
し
は
厳
し
く
、
な
か

な
か
政
治
が
安
定
し
な
か
っ
た
。
聖
武
天
皇
は
，
仏
教
の
力
で
社
会
の
不
安
を
し
ず

め
、
国
を
治
め
よ
う
と
し
て
、
国
分
寺
を
つ
く
ら
せ
た
。 

 
 

③ 

・
平
城
京 

・
仏
教 

・
国
分
寺 

聖
武
天
皇
は
、
中
国
へ
使
者
や
留
学
生
を
送
っ
て
大
陸
の
政
治
の
仕
組
み
や
文
化
を 

学
ば
せ
る
一
方
、
日
本
に
正
式
な
仏
教
を
広
め
る
た
め
に
鑑
真
を
招
い
た
。
こ
の
こ 

ろ
我
が
国
に
は
、
大
陸
の
文
化
が
伝
わ
っ
て
き
た
。  

 
 

⑤ 

・
大
陸
の
文
化 

・
遣
唐
使 

・
正
倉
院 

 

・
鑑
真 

・
唐
招
提
寺 

中
大
兄
皇
子
と
中
臣
鎌
足
は
、
勢
力
を
強
め
た
蘇
我
氏
を
倒
し
、
天
皇
を
中
心
と
す 

る
国
づ
く
り
を
進
め
た
。
国
を
治
め
る
た
め
の
法
律
も
で
き
、
都
に
は
日
本
各
地
か 

ら
多
く
の
産
物
が
運
ば
れ
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
国
づ
く
り
を
支
え
た
。 

② 

・
大
化
の
改
新 

 

・
貴
族 

・
藤
原
京 

・
律
令 

・
租
・
調
・
庸 

 

・
木
簡 

聖
徳
太
子
は
、
天
皇
中
心
の
国
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
遣
隋
使
を
隋
に
派
遣
し
て 

大
陸
文
化
を
取
り
入
れ
た
り
、
冠
位
十
二
階
や
十
七
条
の
憲
法
を
定
め
、
政
治
の
仕 

組
み
を
整
え
た
り
し
た
。
ま
た
、
法
隆
寺
を
建
て
て
仏
教
を
広
め
よ
う
と
し
た
。
① 

 

・
遣
隋
使 

・
隋 

・
天
皇 

・
冠
位
十
二
階 

・
十
七
条
の
憲
法 

・
法
隆
寺 

大
仏
を
つ
く
り
、
仏
教
の
力
で
国
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
、
全
国
か
ら
人
や
物
資
が
集

め
ら
れ
た
。
聖
武
天
皇
の
詔
の
後
、
行
基
が
弟
子
と
と
も
に
大
仏
づ
く
り
に
協
力
し
、

す
ぐ
れ
た
技
術
を
も
つ
渡
来
人
の
指
導
と
多
く
の
人
た
ち
の
力
で
大
仏
が
完
成
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

④ 

・
大
仏
づ
く
り 

・
聖
武
天
皇
の
詔 

・
東
大
寺 

・
渡
来
人 

 

・
行
基 

・
開
眼
式 
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□ 知識の構造図 貴族のくらし 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ       調べる                      

 

  

京都に都が置かれたころ、貴族のくらしの中から日本風の文

化が生まれた。 

③-2 

平
安
時
代
の
貴
族
の
年
中
行
事
の
中
に
は
、
現
在
も
続
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
。 

③-

１ 

・
年
中
行
事 

平
安
時
代
、
藤
原
道
長
は
、
娘
を
天
皇
の
妃
に
す
る
こ
と
で
天
皇
と
の
つ
な
が
り
を 

強
め
、
政
治
を
動
か
す
ほ
ど
の
権
力
を
も
っ
た
。
貴
族
た
ち
は
、
寝
殿
造
の
大
き
な 

屋
敷
で
く
ら
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

① 

・
平
安
京 

・
貴
族 

 

・
寝
殿
造 

・
和
歌 

貴
族
た
ち
の
く
ら
し
の
中
か
ら
大
和
絵
や
十
二
単
な
ど
の
服
装
が
生
み
出
さ
れ
た

り
、
か
な
文
字
が
つ
く
ら
れ
て
、
物
語
、
随
筆
な
ど
多
く
の
文
学
作
品
が
書
か
れ
た

り
す
る
な
ど
、
華
や
か
な
日
本
風
の
文
化
が
生
ま
れ
た
。 

 
 

② 

・
大
和
絵 

・
か
な
文
字 

・
源
氏
物
語 

・
枕
草
子 

・
日
本
風
の
文
化 

・
随
筆 
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□ 知識の構造図 武士の世の中へ 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ   調べる 

 

  

平清盛、源頼朝、源義経らの働きによって武士による政治が

始まり、源頼朝がご恩と奉公という主従関係によって武士を

統率した。        ⑥ 

 

元
軍
の
襲
来
に
対
し
て
、
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
武
士
（
御
家
人
）
た
ち
は
一
所
懸

命
に
戦
っ
た
が
、
幕
府
か
ら
新
し
い
領
地
を
あ
た
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
御
家
人

た
ち
の
幕
府
に
対
す
る
不
満
は
高
ま
っ
た
。 

 
 

 

⑤ 

・
元
寇 

・
て
つ
は
う 

・
一
所
懸
命 

源
頼
朝
は
、
ご
恩
と
奉
公
の
主
従
関
係
で
武
士
を
従
え
た
。
承
久
の
乱
の
後
、
執

権
の
北
条
氏
を
中
心
と
し
た
鎌
倉
幕
府
の
力
は
西
国
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

④ 

・
ご
恩
と
奉
公 

・
承
久
の
乱 

・
北
条
氏 

平
氏
打
倒
の
兵
を
挙
げ
た
源
頼
朝
の
も
と
に
武
士
た
ち
が
集
ま
り
、
源
義
経
ら
に
率 

い
ら
れ
た
源
氏
の
軍
が
平
氏
を
滅
ぼ
し
た
。
源
頼
朝
は
征
夷
大
将
軍
に
な
り
、
鎌
倉 

幕
府
を
開
き
武
士
に
よ
る
政
治
を
始
め
た
。 

 
 

 

③ 

・
源
平
の
戦
い 

・
守
護 

・
地
頭 

・・
鎌
倉
幕
府 

武
士
団
の
中
で
力
の
強
か
っ
た
平
氏
と
源
氏
が
戦
っ
た
結
果
、
平
清
盛
を
中
心
と
し 

た
平
氏
が
政
治
の
実
権
を
握
り
、
政
治
を
思
う
が
ま
ま
に
動
か
す
よ
う
に
な
っ
た

が
、
し
だ
い
に
貴
族
や
ほ
か
の
武
士
た
ち
の
間
で
不
満
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
② 

・
武
士
団 

・
源
氏
と
平
氏 

・
保
元
の
乱 

・
平
治
の
乱 

・
武
士 

・
領
地 

・
豪
族 

・
武
芸 

貴
族
が
都
で
華
や
か
な
生
活
を
し
て
い
た
こ
ろ
、
地
方
の
有
力
な
農
民
は
、
田
畑
を 

切
り
開
い
て
領
地
を
拡
大
し
、
自
分
の
領
地
を
守
る
た
め
に
武
芸
に
は
げ
み
、
武
士 

と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

① 
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□ 知識の構造図 今に伝わる室町文化 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ         調べる                    

  

 

  

京都の室町に幕府が置かれたころ、今日の生活文化につながる

室町文化が生まれ、武士や貴族から民衆に広まり、今日も多く

の人に親しまれている。              ③-2 

 

民
衆
の
間
で
は
祭
り
や
盆
踊
り
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
の
伝
統

芸
能
で
あ
る
能
や
狂
言
も
生
ま
れ
、
庶
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

生
活
面
で
も
、
現
在
に
つ
な
が
る
習
慣
が
生
ま
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

③-
１ 

・
田
楽
（
祭
り
・
盆
踊
り
） 

・
能 

・
狂
言 

 
京
都
に
幕
府
が
置
か
れ
て
い
た
こ
ろ
金
閣
や
銀
閣
な
ど
の
建
物
が
つ
く
ら
れ
、
世
界

遺
産
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
東
求
堂
に
は
現
在
の
和
室
の
原
型
と
な
っ
た
書
院
造

が
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

① 

 

・
金
閣 

・
銀
閣 

・
書
院
造 

室
町
時
代
に
は
、
雪
舟
が
水
墨
画
を
大
成
し
、
茶
の
湯
や
書
院
造
の
床
の
間
を
飾
る
生

け
花
な
ど
の
文
化
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ら
は
今
も
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。 

② 

 

・
雪
舟 

・
す
み
絵
（
水
墨
画
） 

・
茶
の
湯 

・
生
け
花 
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□ 知識の構造図 戦国の世から天下統一へ 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ             調べる 

 

  

織田信長と豊臣秀吉は、ヨーロッパとの貿易を進めたり、経

済力を高めたり、制度や法を整えたりして力を高め、戦国の

世を統一していった。      ⑥ 

豊
臣
秀
吉
は
、
全
国
の
有
力
な
大
名
を
倒
し
て
大
阪
城
を
築
き
、
検
地
と
刀
狩
に
よ

っ
て
武
士
と
百
姓･

町
人
の
身
分
を
区
別
し
、
武
士
が
世
の
中
を
支
配
す
る
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
天
下
を
統
一
し
た
。  

 
 

 
 

⑤ 

・
検
地
と
刀
狩 

・
百
姓 

織
田
信
長
は
、
商
業
都
市
を
お
さ
え
て
資
金
を
蓄
え
、
鉄
砲
な
ど
の
武
器
を
そ
ろ
え

て
有
力
な
大
名
を
倒
し
て
勢
力
を
拡
大
し
た
。
そ
し
て
、
安
土
城
を
築
い
た
り
商
業

を
さ
か
ん
に
し
た
り
し
て
天
下
統
一
を
進
め
て
い
っ
た
。 

 
 

④ 

一
〇
〇
年
以
上
続
い
た
戦
国
の
世
は
、
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
ら
の
働
き
に
よ
っ
て

統
一
さ
れ
て
い
っ
た
。 

② 

・
長
篠
城 

・
大
阪
城 

・
天
下
統
一 

ザ
ビ
エ
ル
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
え
ら
れ
た
り
、
南
蛮
貿
易
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

進
ん
だ
文
化
や
品
物
が
入
っ
て
き
た
り
す
る
な
ど
、
外
国
と
の
関
わ
り
が
日
本
の
宗

教
や
戦
い
方
な
ど
に
影
響
を
与
え
た
。 

 
 

 
 

③ 

・
ザ
ビ
エ
ル 

・
キ
リ
ス
ト
教 

・
南
蛮
貿
易 

・
戦
国
大
名 

・
長
篠
の
戦
い 

・
鉄
砲 

・
織
田
信
長 

・
豊
臣
秀
吉 

室
町
幕
府
が
衰
え
る
と
、
戦
国
大
名
が
各
地
で
戦
い
を
続
け
る
戦
国
の
世
と
な
り
、

特
に
鉄
砲
を
使
っ
て
長
篠
の
戦
い
に
勝
利
し
た
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
が
力
を
発

揮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

① 
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□ 知識の構造図 江戸幕府と政治の安定 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ    調べる 

 

  

徳川家康が開いた江戸幕府は、武家諸法度により大名を統制

し、参勤交代の制度や外交のあり方を定めて将軍権力を確立

し，身分制に基づいて，武士による安定した政治を行うように

なった。        ⑥ 

 

江
戸
幕
府
は
キ
リ
ス
ト
教
を
厳
し
く
取
り
締
ま
り
、
貿
易
船
の
出
入
り
を
制
限
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貿
易
を
独
占
し
た
。 

⑤ 

・
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
止 

・
島
原
・
天
草
一
揆 

・
鎖
国 

江
戸
幕
府
は
、
全
国
の
人
々
を
武
士
や
百
姓
、
町
人
な
ど
の
身
分
と
し
て
位
置
付

け
、
く
ら
し
に
み
あ
っ
た
負
担
を
さ
せ
た
。 

④ 

 

・
身
分 

・
城
下
町
と
町
人 

・
村
と
百
姓 

・
徳
川
家
康 

・
征
夷
大
将
軍 

・
江
戸
幕
府 

徳
川
家
康
は
関
ヶ
原
の
戦
い
に
勝
っ
て
全
国
支
配
を
確
か
な
も
の
に
し
、
征
夷
大
将 

軍
に
任
じ
ら
れ
、
江
戸
に
幕
府
を
開
い
た
。
全
国
の
大
名
配
置
を
工
夫
し
て
、
の
ち 

に
豊
臣
氏
を
滅
ぼ
し
、
戦
い
の
な
い
安
定
し
た
世
の
中
を
も
た
ら
し
た
。 

① 

江
戸
幕
府
は
武
家
諸
法
度
に
よ
っ
て
大
名
を
統
制
し
、
日
光
東
照
宮
や
江
戸
城
を

整
備
し
て
権
力
を
確
立
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

② 

・
武
家
諸
法
度 

・
日
光
東
照
宮 

・
江
戸
城 

江
戸
幕
府
は
、
参
勤
交
代
の
制
度
を
定
め
て
全
国
の
大
名
を
交
代
で
江
戸
の
屋
敷

に
住
ま
わ
せ
、
服
属
さ
せ
る
こ
と
で
権
力
を
安
定
さ
せ
た
。 

③ 

・
参
勤
交
代 

・
大
名 

・
五
街
道 
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□ 知識の構造図 町人の文化と新しい学問 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ     調べる 

 

  

江戸時代中ごろから、江戸や大阪などの都市を中心として、歌

舞伎や浮世絵などに代表される町人文化が栄え、多くの人々

の心をとらえるとともに、蘭学や国学などの新しい学問が生

まれ、多くの人々の間に広がった。     ⑤ 

人
々
は
歌
舞
伎
や
人
形
浄
瑠
璃
、
浮
世
絵
に
親
し
み
、
近
松
門
左
衛
門
や
歌
川
広

重
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
作
者
が
登
場
し
た
。 

② 

 

・
近
松
門
左
衛
門 

 

・
歌
舞
伎 

・
浮
世
絵 

・
歌
川
広
重 

江
戸
時
代
の
後
半
に
な
る
と
、
杉
田
玄
白
や
伊
能
忠
敬
と
い
っ
た
優
れ
た
学
者
が

活
躍
し
、
医
学
や
測
量
学
な
ど
の
蘭
学
が
生
ま
れ
、
多
く
の
人
々
の
間
に
広
が
っ

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

③ 

・
蘭
学 

・
杉
田
玄
白 

・
伊
能
忠
敬 

・
江
戸 

・
大
阪 

・
文
化 

江
戸
時
代
に
入
る
と
平
和
が
続
き
、
社
会
が
安
定
す
る
に
と
も
な
っ
て
、
江
戸
や
大 

阪
と
い
っ
た
大
都
市
が
に
ぎ
わ
い
、
新
し
い
学
問
や
文
化
が
生
ま
れ
た
。 

① 

江
戸
時
代
の
後
半
、
本
居
宣
長
の
よ
う
な
優
れ
た
学
者
が
現
れ
、
日
本
古
来
の
思

想
を
学
ぼ
う
と
す
る
国
学
が
生
ま
れ
、
多
く
の
人
々
の
間
に
広
が
っ
た
。
こ
の
こ

ろ
き
き
ん
な
ど
で
社
会
が
不
安
定
と
な
り
、
百
姓
一
揆
や
打
ち
こ
わ
し
が
各
地
で

発
生
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

④ 

・
国
学 

・
本
居
宣
長 

・
百
姓
一
揆 

・
打
ち
こ
わ
し 
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□ 知識の構造図 明治の国づくりを進めた人々 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ   調べる 

 

  

明治維新を進めた人々は、欧米の考え方や制度・技術を取り

入れて、近代的な経済、軍事、社会、政治の仕組みを整え

た。         ⑦ 

黒
船
の
来
航
に
よ
っ
て
開
国
を
し
た
我
が
国
で
は
、
外
国
の
力
の
大
き
さ
を
実
感
し

た
武
士
た
ち
が
、
江
戸
幕
府
を
倒
し
て
強
い
国
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
い
う
思
い
を

も
っ
て
新
し
い
政
府
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
。 

 
 

 

② 

・
黒
船
来
航 

・
開
国 

・
日
米
和
親
条
約 

・
日
米
修
好
通
商
条
約 

・
五
箇
条
の
御
誓
文 

西
洋
の
新
し
い
考
え
方
や
制
度
・
技
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
江
戸
時
代
の
身
分
制

度
が
改
め
ら
れ
た
。
ま
た
人
々
の
生
活
が
便
利
に
な
る
仕
組
み
が
で
き
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

④ 

・
学
問
の
す
ゝ
め 

・
文
明
開
化 

・
学
制 

国
会
開
設
に
備
え
て
板
垣
退
助
や
大
隈
重
信
ら
は
政
党
を
つ
く
っ
た
。
ま
た
伊
藤
博

文
ら
が
中
心
と
な
っ
て
大
日
本
帝
国
憲
法
が
つ
く
ら
れ
、
明
治
政
府
の
基
本
的
な
国

の
治
め
方
が
定
ま
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 
 

⑥ 

・
大
隈
重
信 

・
政
党 

・
大
日
本
帝
国
憲
法 

・
伊
藤
博
文 

・
選
挙 

・
西
郷
隆
盛 

・
西
南
戦
争 

・
板
垣
退
助 

・
自
由
民
権
運
動 

・
国
会
開
設 

特
権
を
奪
わ
れ
た
武
士
た
ち
は
武
力
に
よ
る
反
乱
を
起
こ
し
た
が
、
や
が
て
言
論

で
主
張
す
る
世
の
中
へ
と
変
わ
り
、
板
垣
退
助
ら
が
自
由
民
権
運
動
を
広
め
て
政

府
は
国
会
開
設
を
約
束
し
た
。 

 
 

 
 

 

⑤ 

江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
「
明
治
維
新
」
と
い
う
、
人
々
の
生
活

や
政
治
な
ど
の
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
た
。 

 
 

 
 

① 

・
明
治
維
新 

新
し
い
政
府
の
中
心
と
な
っ
た
大
久
保
利
通
ら
は
、
欧
米
に
負
け
な
い
国
づ
く
り
を

め
ざ
し
、
工
業
の
近
代
化
と
税
収
の
安
定
に
よ
る
経
済
力
の
強
化
と
軍
事
力
の
強
化

に
力
を
入
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

③ 

・
廃
藩
置
県  

・
富
国
強
兵 

 

・

  

・

 

・
地
租
改
正 
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□ 知識の構造図 世界に歩み出した日本 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程 つかむ     調べる                   

 

  

明
治
政
府
は
、
国
の
独
立
を
守
り
、
日
本
の
産
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
幕
末
に
欧

米
諸
国
と
結
ん
だ
不
平
等
条
約
の
改
正
を
め
ざ
し
て
交
渉
を
行
っ
た
。 

① 

 

明
治
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
に
よ
っ
て
日
本
の
産
業
が
発
展
し
て
い
く
な
か
で
、
陸
奥
宗

光
が
領
事
裁
判
権
の
撤
廃
に
成
功
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

② 

 

朝
鮮
半
島
や
満
州
の
支
配
を
め
ぐ
っ
て
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
が
起
こ
っ
た
。
日
本
の
勝

利
は
欧
米
諸
国
に
日
本
の
力
を
認
め
さ
せ
、
ア
ジ
ア
の
国
々
を
勇
気
づ
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

③ 

 

日
本
の
植
民
地
支
配
に
対
し
、
朝
鮮
の
人
々
は
独
立
運
動
を
続
け
た
。
一
九
一
一
年
に
は
、

小
村
寿
太
郎
が
条
約
改
正
に
成
功
し
、
関
税
自
主
権
が
回
復
さ
れ
た
。
ま
た
、
医
学
な
ど

の
研
究
で
世
界
に
認
め
ら
れ
る
学
者
が
現
れ
、
日
本
の
国
際
的
地
位
の
向
上
に
貢
献
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

④ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

産
業
が
発
展
し
都
市
化
が
進
む
一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
起
き
た
。
ま
た
、
人
々

の
民
主
主
義
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
普
通
選
挙
や
女
性
の
地
位
向
上
、
差
別
撤
廃
を
め
ざ

す
運
動
が
起
こ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑤ 

 

我が国の産業や科学・文化の発展と国力の充実にともなって、

日清・日露戦争に勝利し、国際的地位が向上したことで、条約

改正が達成されたが、他方で、産業の発展は人々の生活や社会

に大きな変化をもたらした。       ⑥ 

 

・
条
約
改
正 

・
鹿
鳴
館 

・
関
税
自
主
権 

・
領
事
裁
判
権 

・
ノ
ル
マ
ン
ト
ン
号
事
件 

・
殖
産
興
業 

 

・
製
糸
業 

・
紡
績
業 

・
欧
米
諸
国 

・
日
清
戦
争 

・
日
露
戦
争 

・
賠
償
金 

 
 

・
満
州 

・
植
民
地 

・
韓
国
併
合 

・
独
立
運
動 

・
関
税
自
主
権
の
回
復 

・
科
学
の
発
展 

・
国
際
的
地
位
の
向
上 

・
足
尾
銅
山 

・
民
主
主
義 

・
普
通
選
挙 

・
女
性
の
地
位
向
上 

・
全
国
水
平
社 
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□ 知識の構造図 長く続いた戦争と人々のくらし 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ   調べる                   

 

  

長
く
続
い
た
戦
争
の
終
盤
、
広
島
に
原
子
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
。
被
害
を
受
け
た
建
物

は
原
爆
ド
ー
ム
と
し
て
世
界
平
和
を
め
ざ
す
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

① 

人
々
が
不
景
気
に
苦
し
む
な
か
で
、
中
国
に
日
本
の
勢
力
を
の
ば
す
こ
と
で
景
気
を
回
復

さ
せ
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
っ
た
。
満
州
に
い
た
日
本
軍
が
中
国
軍
を
攻
撃
し
、
そ

の
後
、
戦
争
は
中
国
各
地
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。 

 
 

 

② 

 

戦
争
が
世
界
に
広
が
る
中
で
、
資
源
を
得
る
た
め
に
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
し
た
日
本
は
、

や
が
て
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
と
戦
っ
た
。
初
め
は
勝
利

し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
敗
戦
を
重
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
 

③ 

 

国
民
を
戦
争
に
協
力
さ
せ
る
た
め
に
、
政
府
は
戦
時
体
制
を
強
め
、
く
ら
し
は
す
べ
て
戦

争
の
た
め
に
制
限
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

④ 

各
都
市
の
軍
需
施
設
や
工
場
だ
け
で
な
く
、
住
宅
地
も
爆
撃
さ
れ
、
東
京
や
大
阪
を
は
じ

め
多
く
の
都
市
が
焼
け
野
原
に
な
り
、
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
た
。 
 

 
 

 
 

 

⑤ 

 

長く続いた戦争は、国民生活に大きな影響を及ぼし、国民や近

隣諸国に大きな被害をもたらした。         

 ⑦ 

 

・
原
子
爆
弾 

・
原
爆
ド
ー
ム 

・
世
界
文
化
遺
産 

 

・
不
景
気 

・
満
州 

・
満
州
事
変 

・
国
際
連
盟 

 

・
日
中
戦
争 

・
第
二
次
世
界
大
戦 

・
軍
事
同
盟 

・
太
平
洋
戦
争 

・
赤
紙 

・
満
州 

・
戦
時
体
制 

・
配
給
制 

・
集
団
疎
開 

・
空
襲 

・
防
空
壕 

・
焼
夷
弾 

戦
争
末
期
、
沖
縄
で
の
激
し
い
戦
い
で
多
く
の
人
が
亡
く
な
り
、
広
島
・
長
崎
に
は

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
た
く
さ
ん
の
命
が
一
瞬
で
奪
わ
れ
た
。
つ
い
に
日
本
は
降

伏
し
、
十
五
年
に
わ
た
る
長
い
戦
争
が
終
わ
っ
た
。  

 
 

 
 

 

⑥ 

 

・
沖
縄
戦 

・
原
爆
投
下 

・
ソ
連
の
参
戦 

・
植
民
地
支
配 
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□ 知識の構造図 新しい日本、平和な日本へ 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ  調べる                       いかす 

 

 

 

 

戦後の日本は、さまざまな戦後改革を行って、平和で民主的な

国家として出発した。そして、経済・産業の発展によって国民

生活が向上し、国際社会の中で重要な役割を果たしてきた。し

かし世界と日本にはまだ課題もある。    ⑦ 

世
界
や
日
本
が
変
化
す
る
中
で
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
多
く
出
て

き
た
。
地
域
や
社
会
の
課
題
に
、
わ
た
し
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
積
極
的
に
関
わ

っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

⑤ 

・
持
続
可
能
な
開
発 

・
少
子
高
齢
化 

・
自
然
災
害 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は
国
民
に
自
信
を
あ
た
え
る
と
と

も
に
、
産
業
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
一
方
、
経
済
の
高
度
成

長
の
か
げ
で
公
害
な
ど
の
環
境
問
題
が
起
こ
っ
た
。  

 
 

④ 

・

 

・

 

・・
国
民
総
生
産 

歴
史
上
の
人
物
や
文
化
遺
産
の
学
習
を
通
し
て
、
当
時
の
人
々
の
思
い
や
社
会
の

状
況
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
現
在
や
未
来
の
社
会
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
く
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

❶ 

日
本
は
、
日
本
国
憲
法
の
制
定
を
は
じ
め
と
す
る
戦
後
改
革
を
行
い
、
平
和
で
民

主
的
な
国
家
と
し
て
出
発
し
た
。 

② 

・
戦
後
改
革 

・
民
主
主
義 

・
日
本
国
憲
法 

日
本
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
を
結
ん
で
主
権
を
回
復
し
、
国
際
連
合
へ

の
加
盟
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
国
際
社
会
に
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
協
力
や
国
民
の
努
力
に
よ
っ
て
産
業
が
復
興
し
、
生
活
が
向
上

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

③ 

・

 

・
国
際
連
合 

日
本
の
文
化
や
技
術
は
、
世
界
で
認
め
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
世
界
に
貢
献
し

て
い
る
。
防
災
を
は
じ
め
、
少
子
高
齢
化
、
人
権
、
領
土
な
ど
の
課
題
を
ど
の
よ
う

に
解
決
し
て
い
く
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。  

 

⑥ 

・
人
権 

・
領
土 

終
戦
直
後
の
人
々
の
生
活
は
苦
し
い
も
の
だ
っ
た
が
、
や
が
て
復
興
を
と
げ
、
現
在

の
発
展
し
た
生
活
へ
と
変
化
を
し
て
き
た
。 

① 

・
買
い
出
し
列
車 

・
意
見
文 

・
学
習
の
ふ
り
返
り 
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□ 知識の構造図 日本とつながりの深い国々 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程  つかむ   調べる 

 

  

日本と経済や文化などの面でつながりの深い国の人々の生活

は多様であり、スポーツや文化などを通して他国と交流し、異

なる文化や習慣を尊重し合うことが大切である。   ⑦ 

 

 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
通
じ
て
他
国
と
交
流
し
、
異
な
る
文
化
や
習
慣
を
尊
重
し
あ
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

⑥ 

 

・
国
際
交
流
協
会 

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク 

・
芸
術 

 

中
国
の
生
活
の
様
子
に
は
、
日
本
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
と
ち
が
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

日
本
の
文
化
に
は
漢
字
や
茶
な
ど
中
国
か
ら
来
た
も
の
が
多
く
あ
る
。
人
々
は
、
伝

統
的
や
習
慣
や
芸
能
な
ど
を
守
っ
て
い
る
。
経
済
発
展
を
続
け
る
中
国
は
日
本
と
の

結
び
つ
き
が
強
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
、
中
国
の
発
展
は
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

   

③
④
⑤ 

 

・
世
界
文
化
遺
産 

・
一
人
っ
子
政
策 

・
屋
台 

・
漢
字 

・
春
節 

・
観
光 

・
Ｉ
Ｔ
特
区 

・
経
済
発
展 

ブ
ラ
ジ
ル
の
生
活
の
様
子
に
は
、
日
本
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
と
ち
が
う
と
こ
ろ
が
あ

る
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
南
半
球
に
位
置
し
、
夏
と
冬
の
時
期
は
日
本
と
逆
で
あ
る
。
日
本

か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
の
歴
史
が
あ
る
。
資
源
が
豊
富
で
鉄
鉱
石
を
多
く
採
掘
し

て
輸
出
し
て
お
り
、
農
産
物
の
輸
出
も
さ
か
ん
で
あ
る
。 

 
 
 

③
④
⑤ 

・
カ
ー
ニ
バ
ル 

・
民
話 

・
先
住
民
族 

・
日
系
人 

・
熱
帯
林 

・
森
林
の
伐
採 

・
鉄
鉱
石 

・
コ
ー
ヒ
ー
豆 

・
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド 

・
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル 

フ
ラ
ン
ス
の
生
活
の
様
子
に
は
、
日
本
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
と
ち
が
う
と
こ
ろ
が
あ

る
。
学
校
で
は
、
学
年
が
終
わ
る
こ
ろ
に
お
祭
り
が
あ
る
。
市
場
や
商
店
が
に
ぎ
や

か
な
国
で
あ
り
、
大
都
市
と
地
方
で
は
く
ら
し
の
様
子
が
異
な
っ
て
い
る
。
植
民
地

だ
っ
た
国
か
ら
の
移
民
が
多
く
、
農
業
や
観
光
業
が
さ
か
ん
で
あ
る
。   

③
④
⑤ 

・
ケ
ル
メ
ス 

・
マ
ナ
ー 

・
マ
ル
シ
ェ 

・
宗
教 

・
植
民
地 

・
農
業 

・
観
光 

・
歴
史
的
な
建
物 

・
国
際
社
会 

・
交
流 

 

・
伝
統 

 

日
本
は
、
も
の
や
人
の
行
き
来
や
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
交
流
を
通
し
て
、
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
と
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
。  

 
 

 
 

①
② 

 

ア
メ
リ
カ
の
生
活
の
様
子
に
は
、
日
本
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
と
ち
が
う
と
こ
ろ
が
あ

る
。
国
土
が
広
く
自
然
が
豊
か
で
、
大
規
模
農
業
や
工
業
が
発
展
し
、
世
界
に
影
響

を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
祝
日
や
行
事
を
家
族
で
祝
う
習
慣
が
あ
る
。
世
界
各
地
か

ら
の
移
民
が
多
く
、
多
文
化
社
会
で
あ
り
、
言
葉
や
習
慣
も
多
様
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

③
④
⑤ 

・
民
族 

・
先
住
民
族 

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化 

・
感
謝
祭 

・
移
民 

・
大
規
模
農
業 

・
多
文
化
社
会 
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□ 知識の構造図 日本とつながりの深い国々（アメリカ） 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ    調べる                      

 

 

  

日本と経済や文化などの面でつながりの深い国の人々の生活

は多様であり、スポーツや文化などを通して他国と交流し、異

なる文化や習慣を尊重し合うことが大切である。   ⑦ 

 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
通
じ
て
他
国
と
交
流
し
、
異
な
る
文
化
や
習
慣
を
尊
重
し
あ
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

⑥ 

・
国
際
交
流
協
会 

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

・
芸
術 

 

・
芸
術
祭 

ア
メ
リ
カ
は
、
広
い
国
土
を
利
用
し
て
農
業
、
工
業
、
宇
宙
開
発
な
ど
世
界
を
リ
ー

ド
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
国
以
来
、
多
く
の
移
民
を
受
け
入
れ
て
き
た
多
文
化
社
会

で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

⑤ 

・
移
民 

・
大
規
模
農
業 

・
多
文
化
社
会 

ア
メ
リ
カ
で
は
国
土
が
広
い
た
め
、
車
で
出
か
け
る
こ
と
が
多
く
、
家
族
や
親
戚
で

集
ま
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
年
中
行
事
を
祝
う
習
慣
が
あ
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
や
産
業

で
日
本
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。 

 
 

 
 

④ 

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化 

・
感
謝
祭 

ア
メ
リ
カ
の
学
校
と
日
本
の
学
校
で
は
同
じ
点
や
ち
が
う
点
が
あ
る
。
能
力
に
よ
っ

て
飛
び
級
が
で
き
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
種
や
民
族
の
子
ど
も
が
い
た
り
す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

③ 

・
民
族 

・
先
住
民 

日
本
は
、
も
の
や
人
の
行
き
来
や
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
交
流
を
通
し
て
、
世
界

の
さ
ま
ざ
ま
な
国
と
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
。 

①
② 

・
国
際
社
会 

・
交
流 

・
伝
統 
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□ 知識の構造図 日本とつながりの深い国々（中国） 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ   調べる                      

 

 

  

日本と経済や文化などの面でつながりの深い国の人々の生活

は多様であり、スポーツや文化などを通して他国と交流し、異

なる文化や習慣を尊重し合うことが大切である。   ⑦ 

日
本
は
、
も
の
や
人
の
行
き
来
や
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
交
流
を
通
し
て
、
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
と
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
。 

①
② 

 

・
国
際
社
会 

・
交
流 

・
伝
統 

 

中
国
は
、
経
済
発
展
を
続
け
、
日
本
と
の
結
び
つ
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
世

界
か
ら
中
国
の
発
展
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

⑤ 

・
Ｉ
Ｔ
特
区 

 

・
経
済
発
展 

 

中
国
の
伝
統
的
な
行
事
に
は
、
日
本
と
同
じ
点
や
ち
が
う
点
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本

の
文
化
の
中
に
は
中
国
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
も
あ
る
。 

④ 

・
漢
字 

・
春
節 

・
観
光 

中
国
の
人
々
の
生
活
や
小
学
校
の
様
子
に
は
、
日
本
と
同
じ
点
や
ち
が
う
点
が
あ

る
。
卓
球
は
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
遊
び
の
一
つ
で
あ
る
。 

③ 

・
世
界
文
化
遺
産 

・
一
人
っ
子
政
策 

・
屋
台 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
通
じ
て
他
国
と
交
流
し
、
異
な
る
文
化
や
習
慣
を
尊
重
し
あ
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

⑥ 

 

・
国
際
交
流
協
会 

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

・ 
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□ 知識の構造図 日本とつながりの深い国々（フランス） 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な  

学習の過程  つかむ     調べる                      

 

 

  

日本と経済や文化などの面でつながりの深い国の人々の生活

は多様であり、スポーツや文化などを通して他国と交流し、異

なる文化や習慣を尊重し合うことが大切である。   ⑦ 

日
本
は
、
も
の
や
人
の
行
き
来
や
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
交
流
を
通
し
て
、
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
と
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
。 

①
② 

 

 

・
国
際
社
会 

・
交
流 

・
伝
統 

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
農
業
が
さ
か
ん
で
食
料
自
給
率
が
高
く
、
ま
た
田
舎
に
は
美
し
い

古
城
や
美
術
館
な
ど
が
あ
り
観
光
も
さ
か
ん
で
あ
る
。 

⑤ 

・
農
業 

・
観
光 

・
歴
史
的
な
建
物 

 

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
市
場
や
商
店
が
賑
や
か
で
、
大
き
な
都
会
と
田
舎
で
は
異
な
る
く

ら
し
が
あ
る
。
植
民
地
だ
っ
た
国
か
ら
の
移
民
が
多
い
。 

④ 

・
マ
ル
シ
ェ 

・
宗
教 

・
植
民
地 

フ
ラ
ン
ス
の
学
校
と
日
本
の
学
校
で
は
同
じ
点
や
ち
が
う
点
が
あ
る
。
学
校
の
お

祭
り
が
あ
っ
た
り
、
放
課
後
に
乗
馬
や
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
習
う
子
が
い
た
り
す

る
。 
 

 
 

 
 

 
 

 

③ 

・
ケ
ル
メ
ス 

・
マ
ナ
ー 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
通
じ
て
他
国
と
交
流
し
、
異
な
る
文
化
や
習
慣
を
尊
重
し
あ
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

⑥ 

・
国
際
交
流
協
会 

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

・
芸
術
祭 
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□ 知識の構造図 日本とつながりの深い国々（ブラジル） 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ    調べる                      

 

 

  

日本と経済や文化などの面でつながりの深い国の人々の生活

は多様であり、スポーツや文化などを通して他国と交流し、異

なる文化や習慣を尊重し合うことが大切である。   ⑦ 

 

日
本
は
、
も
の
や
人
の
行
き
来
や
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
交
流
を
通
し
て
、
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
と
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
。 

①
② 

 

・
国
際
社
会 

・
交
流 

・
伝
統 

ブ
ラ
ジ
ル
は
、
資
源
が
豊
富
で
鉄
鉱
石
を
多
く
採
掘
し
て
輸
出
し
、
ま
た
肉
や
農
産

物
も
日
本
に
輸
出
し
て
い
る
。 

⑤ 

・
鉄
鉱
石 

・
コ
ー
ヒ
ー
豆 

・
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド 

・
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル 

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
大
き
な
都
会
と
自
然
が
多
い
地
域
で
は
異
な
る
く
ら
し
を
し
て
い

る
。
日
系
移
民
や
先
住
民
族
の
生
活
や
文
化
が
あ
る
。 

④ 

・
日
系
人 

・
熱
帯
林 

 

・
森
林
の
伐
採 

ブ
ラ
ジ
ル
の
学
校
と
日
本
の
学
校
で
は
同
じ
点
や
ち
が
う
点
が
あ
る
。
放
課
後
に

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
遊
ん
だ
り
、
サ
ン
バ
の
踊
り
を
習
い
に
行
っ
た
り
す
る
子
も
い

る
。 
 

 
 

 
 

 
 

 

③ 

・
カ
ー
ニ
バ
ル 

・
民
話 

・
先
住
民
族 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
通
じ
て
他
国
と
交
流
し
、
異
な
る
文
化
や
習
慣
を
尊
重
し
あ
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

⑥ 

・
国
際
交
流
協
会 

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

・
芸
術 
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□ 知識の構造図 世界の未来と日本の役割 

 

 

中心概念                                                                まとめる 

（概念的知識） 

 

 

 

 

 

 

社会的事象 

（具体的知識） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語・語句 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な 

学習の過程   つかむ     調べる                   いかす 

 

 

国
際
社
会
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
分
類
さ
れ
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

❶ 
世界には解決すべき課題がいくつもあり、日本の人々はこれ

らを解決するために国際連合や青年海外協力隊、NGO などの

活動を通して積極的に世界の平和と発展に貢献している。⑤ 

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み 

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
青
年
海
外
協
力
隊
は
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
多
く
の
国
々

の
人
々
の
た
め
に
、
教
育
、
衛
生
、
農
業
な
ど
の
分
野
で
活
躍
を
し
て
い
る
。 

④ 

・
国
際
協
力 

・
Ｏ
Ｄ
Ａ 

・
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

・
青
年
海
外
協
力
隊 

世
界
に
は
、
紛
争
や
貧
困
、
環
境
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
日
本
の
人
々
が
活
動
し
て
い
る
。  

 

① 

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

・
紛
争 

・
難
民
の
生
活 

 

・
貧
困
問
題 

地
球
環
境
の
悪
化
を
防
ぎ
、
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
世
界
や
日

本
に
は
現
地
の
人
々
と
協
力
し
て
環
境
保
全
に
努
め
て
い
る
多
く
の
人
々
が
い

る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

③ 

・
持
続
可
能
な
社
会 

・

 

・
環
境
問
題 

国
際
連
合
で
は
多
く
の
国
々
が
協
力
し
て
平
和
と
安
全
、
人
類
の
福
祉
の
た
め
に

活
動
し
て
お
り
、
日
本
の
人
々
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
躍
を
し
て
い
る
。 

 

② 

・
国
際
連
合 

・
ユ
ニ
セ
フ 

・
ユ
ネ
ス
コ 

・

 

・

 


